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厚生労働省令による指定科目 形態 時間数 松山大学開講科目 単位 担当者
社会福祉原論 講義 60 社会福祉原論 4 牧 園
老人福祉論 講義 60 老人福祉論 4 牧 園
障害者福祉論 講義 60 障害者福祉論 4 非常勤
児童福祉論 講義 60 児童福祉論 4 非常勤
社会保障論 60
公的扶助論 講義 30 公的扶助論 2 牧 園
地域福祉論 30
社会福祉援助技術論 講義 120 社会福祉援助技術論 8 新 任
社会福祉援助技術演習 演習 120 社会福祉援助技術演習 8 新 任




指導 3 新 任
心理学 30
社会学 講義 30 社会学（学科必修科目） 4 国 崎
法学 30
医学一般 講義 60 医学一般 4 非常勤








































省令による指定科目 本学開講予定科目 単 位 学 年
社会福祉原論 社会福祉原論 4 1
老人福祉論 老人福祉論 4 2
障害者福祉論 障害者福祉論 4 2
児童福祉論 児童福祉論 4 2
社会保障論
公的扶助論 1科目選択 公的扶助論 2 2
地域福祉論
社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術論 8 2
社会福祉援助技術演習 社会福祉援助技術演習 8 3
社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習 4 3
社会福祉援助技術現場実習指導 社会福祉援助技術現場実習指導 2 3
心理学
社会学 1科目選択 社会学 4 1
法学
医学一般 医学一般 4 2












































心理学Ⅰ 30 2 1
心理学Ⅱ 30 2 1
社会理論と社会システム 社会学 60 4 1
現代社会と福祉 現代社会と福祉 60 4 1
社会調査の基礎 社会調査方法論 60 4 2
相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職 60 4 1
相談援助の理論と方法 相談援助の理論と方法 120 8 2
地域福祉の理論と方法 地域福祉の理論と方法 60 4 2
福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画 30 2 3
福祉サービスの組織と経営 福祉サービスの組織と経営 30 2 3
社会保障 社会保障論 30 2 3
高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者に対する支援と介護保険制度 60 4 2
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30 2 2
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30 2 2
低所得者に対する支援と生活保護制度 低所得者に対する支援と生活保護制度 30 2 2








権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度 30 2 2
更生保護制度 更生保護制度 15 1 2
相談援助演習
相談援助演習Ⅰ 60 4 2
相談援助演習Ⅱ 60 4 3
相談援助演習Ⅲ 30 2 4
相談援助実習指導
相談援助実習指導Ⅰ 60 4 3
相談援助実習指導Ⅱ 30 2 4






















































現代社会と福祉 6 19 28 72 74 96 72 73 73 74 63 61 80 98
基盤と専門職 61 43 43 57 34 37 70
相談援助の理論
と方法 5 8 16 20 24 24 26 22 11 18 24 15 39
相談援助演習Ⅰ 5 3 7 10 13 12 14 20 11 16 24 10 20
相談援助演習Ⅱ 15 11 16 22 10








年度 男子 女子 計 資格保有者数
福祉
従事者数
2005 1 2 3 3 1
2006 3 1 4 1 1
2007 2 4 6 5 3
2008 2 7 9 7 6
2009 3 10 13 9 8
2010 2 10 12 6 2
2011 1 12 13 6 2
2012 0 14 14 2 5
2013 1 9 10 7 5
2014 4 12 16 5 9
計 19 81 100 51 42
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
児童関連施設 1 1 1 2 2 1 2 2 4 4
障害関連施設 2 2 2 4 3 4 5 2 3 4
高齢関連施設 4 4 5 4 4 5 3 6 9
社会福祉協議会 2 2 1 2 4 3 2 3 3 3
医療関連施設 2 1
救護施設 1
計 3 4 6 9 13 12 13 14 10 16 22
表5 分野別実習履修者人数の変遷 （延べ人数）
表6 社会福祉士課程卒業生人数と資格保有及び就業の状況
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開始を予定している。これは，社会福祉士資格に上乗せする教育のひとつとし
て，定められたスクールソーシャルワーク関連の講義科目と実習科目を履修す
ることで，社団法人日本社会福祉士養成校協会から「スクールソーシャルワー
ク教育課程修了証」を発行してもらうものである。文部科学省によってスクー
ル・ソーシャルワーカーの学校職員としての定員化が検討されていることから
も，6）将来期待ができるものではないかと思われる。
最後に，上記のような課題への対応やスクール・ソーシャルワーカー教育課
程への取り組みを考えると，近い将来，松山大学において当初構想されていた
「社会福祉コース」的な形を検討することが必要な時期が来るかもしれない。
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